
（作左の会歴史勉強会資料）

2021．2、27（土）

午前10時～11時45分

土井町公民館・現地

本多氏と土井城

i本多豊後守家

本多氏は「寛政重修諸家譜」によれば、太政大臣藤原兼道の子、左大臣顕光11代後胤、

右馬允助秀（うまのすけすけひで）が豊後国本多郷に住んだのを始まりとします。助秀の子

助走は足利尊氏に仕え、建武3年（1336）志村某等の凶徒を鎮定すべき命を受け、その

功により尾張国横根（よこね）・粟飯原（あいはら）郷をあてがわれました。

その一族は15世紀に三河を所領しており、所在は不明ですが地頭的領主であったと思わ

れます。一族には4系列5家があります。（※系図参照）

助走の子定正から発する系統があり、定正の孫秀清は松平長親に仕えて、明応6年（14

97）に土井村を恩給され、清重・信重・広孝と土井を本拠として代を重ねます。この系統

が土井の本多豊後守家です。

初代　本多秀清　豊後守

松平長親に仕えます。

明応6年（1497）土井郷を賜り、番城・丸山に居住します。

明応7年（1498）7月死去　法名心賢　現在の墓所でなく、番城・丸山周辺に

あった浄土真宗円行寺（えんぎょうじ）に葬られます。

2代　本多清重　修理大夫

松平長親・信忠に仕えます。

永正13年（1516）死去　　法名浄蓮　土井円行寺に葬る（後、坂崎円行寺に）。

3代　本多信重　豊後守

松平信忠・清康に仕える。土井城を築城（城屋敷）します。

享禄2年（1529）　三河下地の合戦の時、御油の縄手にて討死します。

法名道哲　土井円行寺に葬られます。（後、坂崎円行寺に）

4代　本多広孝　豊後守　越前守

松平広忠・徳川家康に仕えます。

大永7年（1527）　土井に生まれます。

享禄2年（1529）　信重討死の後、父を継いで土井に住み、松平広忠に使えま

す。広忠より御詫字（いみじ）を賜り広孝と称します。

永禄4年（1561）　吉良東条を攻め、藤浪畷（なわて）にて、吉良義昭の家臣

富永伴五郎を討ちます。義昭は和を乞い城から退きます。

永禄6年（1563）　三河一向一揆の時、広孝は家康に従い、土井城は一揆に味
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方する諸村に挟まり朝夕一揆側と戦います。

この時人質として嫡子康重を岡崎城に差し出します。

また、土井にあった浄土真宗円行寺（先祖3代は真宗門徒）

を破却し、僧を追放します。

永禄7年（1564）　三河田原城を攻め落す。広孝6月より田原城に移ります。

広孝は土井の地を去るにあたり、家臣で家老の太田平八郎

本久を土井に残し、屋敷、屋形を被下されます。

天正18年（1590）家康関東移封にともない上野国白井に移ります。

慶長元年（1596）　病死　70歳　葬地は白井源空寺です。
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L正経一秀清一清重一重信一広孝（土井）

※作左の会の本多作左衛門重次は本多氏5家のlつです。

※土井の本多氏も本多5家のlつで、ルーツは同じです。

参考資料

本多氏と宮地犬頭神社

（1）宮地犬頭神社の鳥居は、慶長14年（1609）に、狛犬は慶長15年（1610）

に初代岡崎城主本多康重が寄進したものです。

（2）寛政5年（1793）信濃国飯山城主本多助受（すけよし）は、犬頭神社拝殿を再建

しています。



匡園
本多豊後守家の城跡、土井城は現在市街化の影響でほとんど見る影もなくわずかな遺構が

残るほどです。本多秀清から四代本多広孝が田原へ移るまでの67年の問の本拠地でありま

した。ただし、本多氏が城屋敷の土井城に居住したのは、3代信重以降となります。

城郭は土井町字城屋敷にあり、高さ1m、東西50m、南北80mの矩形型（くけい）の

高まりがそれと推定されます。城屋敷、蔵屋敷、東・西番城、池田、間ノ堀（あいのほり

堀跡、現在字名はない）、駒の舞など城郭関連の地名が残されています（城郭跡は下土井全

壁上＿＿

太田家資料には土井城の城跡の古図（※図参照）が残されています。その形態は、本多家

の城を中心に堀が取りまき、その外周りを本多家家臣の屋敷が記されています。

土井城は、永禄七年（1564）本多広孝が土井から田原に移りますが、その時家臣の太

田家が「屋鋪及び屋形等を賜う」とあり、敷地と建物を預りました。

その後、天正18年（1590）豊臣秀吉が天下を統一し、岡崎城に田中吉政が入封する

と、「一国一城の制度」のもと「土井のお城も引崩し、惣堀も埋立て田になり申し候」とな

り廃城となりました。

※参考

（1）慶長6年（1601）本多康重　初代岡崎城主（前本多）2代本多康紀、3代本多忠利

正保2年（1645）4代本多利長　横須賀に移封（本多豊後家岡崎在討44年間）

その後、本多氏は出羽国村山、越後国糸魚川、信濃国飯山藩主となり、明治維新となります。

（2）古図上に土井（早乙女）大炊頭古城（北側）・三浦五左衛門古城（南側）の記載あり、二家が

本多豊後家と同時期に活躍しておらず、広孝が田原へ移った後に土井へ入ったと推測できま

す。

早乙女家も三浦家も、本多の家臣（大身・家老クラス）の屋敷跡に入り、土井に残された太田

家と嫁や養子として親戚となっています。

（3）土井城古図は享保3年（1718）頃、本多家（飯山藩主）の依頼により僧・善間が土井の

地を訪ね作成したものです。

※土井に残された資料には、僧善間が本多氏の依頼により江戸から出向いて、本多家

の調査をし、古城図を作成したとしか記載がありませんが、その後の長野飯山忠恩寺

（本多氏菩提寺）との交流の中で、新たな資料が分かりました。

僧著聞は、江戸麻布にある本多氏が檀家の「教書寺」の僧で、享保3年より少し前

に、赤渋「松林寺」の第9世住職として派遣され、本多家の家臣「春日井茂左衛門I

赤渋を訪ね善闇に依頼して作成されたものです。古城図には、初代秀清の墓が記載さ

れていますが、春日井が訪ねた時はまだ「旧円行寺跡地」にあったものを、本多家の

依頼で早急に現地（蔵屋敷）へ移されたようです。

（4）昭和30年（1955）当時の土地改良により、池や沼田であった堀の埋め立て、道

路が新設され、土井城址やその周辺が大きく変わりました。

一日－



土井町歴史年年表（抜粋）

（西暦）　　（年　号）　　　（土井町関連事項）

1469　　　文明元　　　太田三郎五郎光政　佐々木より土井に移る

1497　　　明応6　　　本多秀清　松平長親に仕え土井を恩給される

1498　　　明応7　　　本多秀清（初代）死去　（土井円行寺に葬る）

太田藤九郎光房　佐々木より土井に移る

二代修理大夫清重公妹妻

1516　　　永正13　　本多清重（2代）死去　（土井円行寺に葬る）

1527　　　大永7　　　本多広孝（4代）　土井城に生まれる

1529　　　享禄2　　　本多信重（3代）吉田にて討死（土井円行寺に葬る）

1554　　　天文23　　本多康重（初代岡崎藩主）　土井城で生まれる

1561　　　永禄4　　　本多広孝　東条城の吉良義明を攻め大功あり

太田平次郎本次　東条合戦で富永伴五郎を討つ

広孝公の家老に、頭に「本」の字相続く

1563　　　永禄6　　　本多広孝　一向一揆の際、康重を人質として送り忠誠を尽くす

土井にあった円行寺を破却し、僧を追放し家康に忠誠を尽くす

先祖3代の墓は土井円行寺に残す（番城・丸山周辺）
1564　　　永禄7　　　本多広孝　田原へ移る（6月）

太田平八郎本久　広孝公田原へ御処替の時、土井屋敷に平八郎

を残し置く（土井の家臣屋敷は空き家となる）

1573　　　天正元　　　土井利勝　遠江国浜松に生まれる

1576　　　天正4　　　土井利勝　早乙女小左衛門利呂の養子となる（土井に住む、7

年か？）

1579　　　天正7　　　土井利勝　徳川秀忠の守役となる（土井を去る）

1590　　　天正18　　本多広孝　上野国白井2万石に転封

田中吉政　岡崎入部　土井城廃城、堀は埋め田に

1596　　　慶長元　　　本多広孝　病死（上野国白井　源空寺）

1598　　　慶長3　　　早乙女小左衛門利昌　死去（中之郷大聖寺）

1601　　慶長6　　　本多康重　岡崎5万石を拝領する（前本多・初代）

1606　　　慶長11　土井利勝　母死去（玉等院・中之郷浄妙寺）

1622　　　元和8　　　本多康紀　幸田坂崎に円行寺を創設、2代清重、3代信重の墓

を移す。初代秀清は松の根に阻まれ土井（丸山）に残る

1630　　　寛永7　　　土井利勝　両親の墓を下総国佐倉・松林寺に改葬

1645　　　正保2　　　水野忠善岡崎入部　本多利長横須賀藩に転封、菩提寺を能見源

空寺より遠江国横須賀撰要寺に移す

1718　　　享保3　　　土井城古地図作成（本多氏の依頼で僧善閻）

＊僧著聞は赤渋松林寺の第9世住職

（資料・岡崎市史、後久録、寛政重修諸家譜、太田学・一夫家資料など）
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土井の小字名と集落の移り変わり

区域は昭和13年（1938）当時

圏
③岡崎城主本多家の終盤から

水野家の頃、善道に伊稜田家

荒井に太田家が住む

I　　　　古土井村となる）
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主む　　　　　　　　　①土井に太田家が住み始めた頃 

土塁から土井の地名が始めて起きる　　　　　　　　　　その後、本多秀清が土井を賜う

（下士井村の全て区域）
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まだ土井の地名はない（下和田の端）
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土井古城郭

（下士井村全域

本多豊後家を中

早乙女家・三浦家と

家臣の屋敷跡
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